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１ 調査の概要 

（１）目的 

市民と事業者の環境に対する意識（現状認識及び行動）を把握し、今後の環境

施策の参考とするために実施。 

 

（２）調査の頻度 

 5 年に 1 回を目安に実施（前回は令和 3年度）。 

 

 （３）実施状況 

   下記の表のとおり。 

 

 

 （４）集計方法 

   単純集計。 

 

（５）調査結果の見方 

  ・比較のために前回（令和 3年度）の調査結果を併記している 

  ・回答者によっては回答をしていない設問があるため、各設問の回答数の合計

が、上記の表の有効回収数と一致しないことがある 

   ・図表の数値（％）は、少数点第 2 位以下四捨五入のため、合計が 100％にな

らないことがある 

 

 

 

区 分 市民意識調査 事業所意識調査

調査対象
18歳以上の

市民1,000人

従業員4人以上の

市内300事業所

抽出方法
住民基本台帳から

無作為抽出

商工会議所名鑑に掲載された

事業所から無作為抽出

調査票の配布・

回収方法

回答方法

調査実施期間

回収結果

（有効回収数、

有効回収率）

357人、35.7％

（令和3年度：446人、44.6％）

173事業所、57.7％

（令和3年度：168事業所、53.7％）

調査票を郵送で配布、郵送またはオンライン回答にて回収

（令和3年度：回収は郵送のみ）

設問ごとの選択肢に○をつける

令和7年6月27日～7月31日

（令和3年度：令和3年11月26日～12月24日）
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 （６）回答者の構成 

〇市民意識調査 

・年代別（令和 7年度 n=354, 令和 3年度 n=433） 

 
 

〇事業所意識調査 

・業種別（令和 7年度 n=172, 令和 3年度 n=177） 

 
 

・従業員数別（パート・臨時を含む）（令和 7年度 n=168, 令和 3年度 n=162） 

 

令和7年度 令和3年度

10歳代 1.1% 1.6%

20歳代 7.3% 7.9%

30歳代 10.2% 10.6%

40歳代 14.4% 14.1%

50歳代 14.4% 15.0%

60歳代 15.8% 20.6%

70歳代 22.3% 23.1%

80歳代以上 14.4% 7.2%

合計 100.0% 100.0%

令和7年度 令和3年度

建設業 20.3% 20.9%

製造業 19.2% 13.0%

卸売業 11.6% 11.9%

サービス業 10.5% 9.6%

小売業 9.9% 15.8%

運輸業 8.1% 5.6%

医療・福祉 5.2% 5.1%

飲食店・宿泊業 3.5% 6.2%

不動産業 1.7% 2.3%

金融・保険業 1.7% 1.1%

教育・学習支援 1.2% 0.0%

情報通信業 0.6% 1.1%

農林漁業 0.0% 0.0%

その他 6.4% 7.3%

合計 100.0% 100.0%

令和7年度 令和3年度

9人以下 39.9% 48.8%

10～29人 26.2% 29.6%

30～49人 12.5% 8.0%

50～99人 9.5% 8.0%

100～299人 8.9% 3.7%

300人以上 3.0% 1.9%

合計 100.0% 100.0%
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２ 結果の概要 

（１）市民意識調査 

１ デコ活の周知度・実践度 

デコ活（COOL CHOICE から移行）を知っている人の割合は 26.4％と高くありません

でしたが、一方で、デコ活の取組事例を実践している人の割合は 64.5％と高く、多く

の市民が脱炭素につながる新しい暮らしに取り組んでいることが分かりました。 

 

２ 家庭での再生可能エネルギーや省エネルギーの設備の導入度 

設備をすでに導入している／導入を予定、検討している人の割合が、LED 照明は約

9 割となり、多くの家庭で導入されていることが分かりました。その他の設備では、

割合が高い順に、節水機器（約 6 割）、高効率給湯器（約 5 割）となり、これらの設

備も比較的導入がすすんでいることが分かりました。 

 

３ 日常生活や防府市の環境の現状 

 比較可能なほぼ全ての項目で、前回調査と比べて肯定的な意見の割合が高い、ある

いは同等の結果になり、環境への意識が高まっていることが分かりました。一方で、

質問の文言が変わったので単純比較はできませんが、できるだけ公共交通・自転車・

徒歩で移動するようにしている人の割合が前回調査と比較して低くなっており、エコ

移動の促進が課題であることが明らかになりました。 

 

４ 言葉の認知度 

 カーボンニュートラル、SDGs の 2 つの言葉について、約 4割の人が内容も知ってい

ると回答しました。いずれも前回調査と比べて高くなっており、認知度が高まってい

ることが分かりました。 

 

 

（２）事業所意識調査 

１ CO2削減につながる取組への意識 

 約半数の事業所が意識して取組を行っていると回答しました。 

 

２ 事業所での再生可能エネルギーや省エネルギーの設備の導入度 

 設備をすでに導入している／導入を予定、検討している事業所の割合が、LED 照明

は約 9割となり、導入がすすんでいることが分かりました。その他の設備では、建物

外皮の高断熱化（約 3 割）、次世代自動車（約 3 割）、太陽光発電システム（約 2 割）

の順で割合が高い結果でした。 

 

３ 事業活動や防府市の環境の現状 

全体として、前回調査と同等の結果でした。 
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３ 回答結果 

（１）市民意識調査 

１ あなたは、国が提唱する脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動

「デコ活 ※１」（COOL CHOICE から移行）について知っていますか。また、その取

組事例 ※２ を実践していますか。 

 

※１ デコ活：「脱炭素につながる新しい豊かな暮らし」を紹介し、ライフスタイルを大きく変え

ようという国民運動。暮らしを豊かにしながら脱炭素に取り組む新しい試み。デコ活の愛

称は、「脱炭素（Decarbonization）で二酸化炭素(CO2)を減らす」ことや、「環境にやさしい

エコ」をかけた“デコ”と、活動や生活の“活”を組み合わせてできている。 

 

※２ デコ活の取組事例：電気代をおさえる断熱省エネ住宅に住む／LED・省エネ家電などを選ぶ

／食品の食べ切り、食材の使い切りテレワーク／高効率の給湯器、節水できる機器を選ぶ／環境

にやさしい次世代自動車を選ぶ／太陽光発電など、再生可能エネルギーを取り入れる／クールビ

ズ・ウォームビズ、サステナブルファッションに取り組む／ごみはできるだけ減らし、資源とし

てきちんと分別・再利用する／地元産の旬の食材を積極的に選ぶ／できるだけ公共交通・自転

車・徒歩で移動する／はかり売りを利用するなど、好きなものを必要な分だけ買う／宅配便は一

度で受け取る 等 

 

 

 

 

 

32.6 %

7.8 %
10.5 %

49.1 %

内容を知っていて実践している

内容を知っているが実践していない

ロゴマークを見たことはあるが、内容はあまり知

らない
全く知らない

18.6 %

45.9 %

7.8 %

27.6 %

知っていて取組事例を実践している

知らないが、取組事例は実践している

知っているが、取組事例は実践していない

知らないし、取組事例も実践していない

「COOL CHOICE」の周知度・実践度（R3） 「デコ活」の周知度・実践度(R7) 

n=411 n=344 
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２ あなたの御家庭で、次表の再生可能エネルギーや省エネルギーの設備のう

ち、導入している、又は導入を検討しているものはありますか。 

 

※１ 断熱住宅：住まいの窓や壁等を熱を伝えづらいものにすることで、室内外への熱の出入り

を抑えた、冷暖房の使用量をおさえることができる住宅 

※２ エコジョーズ：給湯器がガスを燃焼させてお湯を沸かす際に出る廃熱を再利用してお湯を

温める給湯器 

※３ エネファーム：都市ガスや LPガスから取り出した水素と空気中の酸素を化学反応させて電

気を作り出すとともに、発生する熱も給湯などに利用する家庭用燃料電池 

※４ エコキュート：自然の空気中にある熱を集め、その空気を圧縮し高温にすることで水を温

める給湯器 

※５ 太陽熱利用：集熱器、蓄熱槽、熱輸送系、熱交換器、断熱材などの技術を組み合わせて行

う、太陽のエネルギーをもとにした熱利用 

※６ 次世代自動車：電気自動車、ハイブリッド自動車、プラグインハイブリッド自動車、燃料

電池自動車、クリーンディーゼル車等の環境負荷の低い自動車 

 

 

 

 

86.0 

17.7

12.7

11.2

7.4

28.6

14.0 

82.3

87.4

88.8

92.5

71.4

31.4 

82.4 

48.2 

61.5 

19.1 

17.1 

14.0 

6.4 

22.4 

68.6 

17.6 

51.8 

38.5 

80.9 

82.9 

86.0 

93.6 

77.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

断熱住宅※１ R7
R3

LED照明 R7
R3

高効率給湯器（エコジョーズ※２、R7
エネファーム※３、エコキュート※４） R3

節水機器（節水型のシャワーヘッド、 R7
洗濯機、トイレ等）R3

住宅用太陽光発電システム R7
R3

家庭用蓄電池 R7
R3

太陽熱利用システム※５ R7
R3

家庭用燃料電池（エネファーム等） R7
R3

次世代自動車（ＥＶ等）※６ R7
R3

すでに導入している／導入を予定、検討

している

導入の予定はない

質問項目なし

質問項目なし

質問項目なし

n=312 

n=336
n=421 

n=328 

n=327 

n=325
n=407 

n=322
n=404 

n=332
n=401 

n=314
n=389 

n=321
n=395 
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３ あなたの日常の生活や防府市の環境の現状について、お聞きします。 

 
 

※１ 気候変動への適応策：気候変動（地球温暖化等）の影響による被害を予防・軽減するため

の対策のこと【例：豪雨や猛暑日等の警報や予報を常に得るようにし、熱中症対策、防災

マップの確認、災害時の助け合い等について隣近所で話し合う、など】 

※２ サステナブルファッション：衣服の生産から着用、廃棄に至るプロセスにおいて将来にわ

たり持続可能であることを目指し、生態系を含む地球環境や関わる人・社会に配慮した取

組 【例：今所有している服を長く着る、服をリメイクする、資源としてリサイクルする、

など】 

 

9.0%

32.4%

38.5%

10.6%

9.5%

12.9%

37.1%33.3%

7.3%

9.4%

①気候変動への適応策について日頃

から取り組んでいる※１

32.5%

42.2%

17.7%

4.1%

3.5%

35.2%

45.5%

14.2%

2.3% 2.8%

②家電製品の購入時は、省エネ性能

の高い製品を選んでいる

28.7%

37.0%

22.4%

4.5%
7.5%

③クールビズ・ウォームビズに

取り組んでいる

18.0%

26.6%

31.1%

10.5%

13.8%

④サステナブルファッションに

取り組んでいる※２

R7 n=342 
R3 n=423 

R7 n=352 
R3 n=434 

R7 n=335 R7 n=334 
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35.4%

36.1%

20.7%

3.9%

3.9%

37.3%

37.9%

15.5%

3.6% 5.8%

⑤緩やかな加速・減速、アイドリン

グストップなど環境に配慮した

運転を心がけている

19.5%

32.3%33.3%

8.4%
6.5%

21.0%

29.9%
32.0%

8.8%
8.2%

⑥自動車、タイヤ等の購入の際は、

環境性能を優先している

23.2%

17.2%
27.4%

14.0%

18.2%

13.6%

14.8%

26.7%
15.4%

29.6%

⑦できるだけ公共交通・自転車・徒歩 で移動

するようにしている（R7）

近くへの買い物などは、徒歩や自転車で行く

ようにしている（R3）

48.6%

28.1%

13.6%
5.8%

3.9%

56.7%28.2%

9.4%
3.4%

2.3%

⑧宅配便は受け取り時間や場所を指

定するなど、できるだけ１回で

受け取るようにしている

8.2%

11.4%

28.4%

10.5%

41.5%

⑨テレワーク、オンライン会議等を

有効に活用している

84.0%

13.1%
1.8%

0.9%
0.2%

84.8%

12.1%
2.5%

0.0%
0.6%

⑩ごみの出し方の

ルールを守っている
R7 n=306 

R7 n=355 
R3 n=443 

R7 n=345 
R3 n=435 

R7 n=351 
R3 n=434 

R7 n=330 
R3 n=415 

R7 n=328 
R3 n=415 
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51.6%

16.1%

18.0%
5.5%

8.9%

51.5%

22.1%

15.1%

3.2%
8.1%

⑪地域の資源ごみの回収活動や一斉清掃な

どの環境美化活動などに参加している

55.8%30.4%

11.6%

0.9%
1.4%

54.5%34.0%

8.1%

2.3% 1.2%

⑫食品ロス（食べ残し、賞味期限切れ

食材の廃棄等）の削減を心がけている

26.9%

29.0%
31.2%

8.4%
4.5% 26.6%

27.7%

28.3%

8.7%
8.7%

⑬ストローやペットボトルなどの使

用を控え、プラスチックごみを

減らすように心がけている

82.6%

10.0%
4.3%

0.7%
2.5%

83.6%

10.7%

2.6%
0.9% 2.3%

⑭買い物の際にはマイバック等を

持参している

45.2%

25.8%

18.3%
5.9%

4.8%

43.8%

30.7%

13.8%

6.3%
5.4%

⑮レジ袋や割り箸など使い捨て製品は

できるだけ使わないようにしている

74.0%

19.2%
5.4%

0.7%
0.7%

72.7%

21.6%

4.9%

0.6% 0.3%

⑯ごみの分別排出に取り組んでいる

R7 n=344 
R3 n=440 

R7 n=347 
R3 n=441 

R7 n=346 
R3 n=442 

R7 n=347 
R3 n=442 

R7 n=349 
R3 n=442 

R7 n=348 
R3 n=443 
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19.1%

23.3%

34.5%

10.6%

12.4%

⑰はかり売りを利用するなど、

好きなものを必要な分だけ

買うようにしている

50.0%

18.6%

14.0%
4.3%

13.1%

52.2%

16.7%

10.0%

4.4%

16.7%

⑱身近な場所に草木や花を

植えている

6.2%
9.7%

29.4%
13.1%

41.6%

5.1%
11.2%

23.3%

11.2%

49.2%

⑲地域、学校、団体などによる

花いっぱい運動や緑化活動、森林

ボランティア活動等に参加している

63.3%15.9%

15.0%
2.5%

3.2%

66.0%
10.5%

16.3%

2.1%
5.1%

⑳生態系に影響を及ぼすおそれの

ある外来種は自然環境へ持ち込ま

ないようにしている

6.8%

23.1%

46.8%

12.7%
10.6%

10.3%

23.9%

41.7%

11.8%

12.4%

㉑自然とふれあえる場所や

イベントが充実している

1.7%
7.6%

35.8%

18.2%

36.7%

4.9%
9.8%

30.2%

15.4%

39.7%

㉒環境教育・環境学習の

イベント等に参加している

R7 n=330 R7 n=341 
R3 n=442 

R7 n=331 
R3 n=435 

R7 n=332 
R3 n=439 

R7 n=331 
R3 n=425 

R7 n=325 
R3 n=422 



10 
 

 

 

14.0%

36.9%35.5%

7.2%
6.3%

18.7%

32.9%
35.9%

7.4%
5.0%

㉓大気汚染や悪臭のない、

きれいな空気が確保されている

43.6%

32.3%

19.9%

1.4%

2.8%

50.9%

30.2%

15.6%

0.3%
3.0%

㉔ペットの臭いや塗料等を使う時の

臭いが近隣の迷惑にならないよう

気を付けている

16.6%

36.8%
35.4%

6.6%
4.7%

18.6%

42.0%

26.9%

8.6%
3.8%

㉕海や川のきれいな水が

保たれている

34.2%

41.3%

18.7%

3.7%

2.1%

40.6%

34.9%

19.9%

2.6%
2.0%

㉖洗剤は適量を量るなど生活排水の

汚れに気を付けている

33.8%

41.9%

17.8%
4.4%

2.1%
34.0%

42.6%

16.9%

4.3%
2.3%

㉗日常生活に必要な静穏が

保たれている

51.5%
36.1%

10.5%

0.9%
0.9%

52.9%
35.8%

9.6%
0.6% 1.2%

㉘テレビ、ピアノ等の音やペットの

鳴き声などが近隣の迷惑にならない

よう気を付けている

R7 n=337 
R3 n=428 

R7 n=334 
R3 n=427 

R7 n=350 
R3 n=432 R7 n=344 

R3 n=427 

R7 n=338 
R3 n=427 

R7 n=352 
R3 n=433 
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※３ エシカル消費：「倫理的消費」ともいい、フェアトレード商品やエコ商品、リサイクル製

品、被災地産品など、人や社会、地域環境に配慮して作られたものを積極的に購入又は消

費すること、また、太陽光や風力といったクリーンな自然エネルギーの利用も環境への負

荷が少ない消費 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.8%
15.6%

53.2%

13.7%
12.7%

7.6%

22.3%

43.6%

12.8%

13.7%

㉙環境教育・環境学習を受ける

機会が充実している

3.8%
6.4%

33.0%

16.9%

39.9%

6.0%
9.6%

23.6%

15.2%

45.7%

㉚ボランティア活動やＮＰＯ活動

などに積極的に参加している

5.1%
15.7%

43.6%

17.6%

18.1%

8.1%

16.3%

38.6%

13.6%

23.5%

㉛エシカル消費を実践している※３

26.7%

30.2%

29.7%

9.5%
3.9% 30.2%

35.3%

23.6%

6.6%
4.3%

㉜積極的に地元産の食材を

購入している

R7 n=328 
R3 n=417 

R7 n=335 
R3 n=421 

R7 n=332 
R3 n=415 

R7 n=348 
R3 n=431 
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４ あなたは次の言葉を知っていますか。 

 
 

※１ カーボンニュートラル：気候変動対策として、2020 年 10 月、国は 2050 年までに温室効果

ガスの排出を全体としてゼロにする、脱炭素社会の実現を目指すことを宣言した。これは、

二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの排出量から、森林などによる吸収量を差し引い

てゼロを達成することを意味している。 

※２ ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）：「誰一人取り残さない」ことを理念とし、

持続可能でよりよい社会の実現を目指す世界共通の目標。2030 年を達成年

限とし、17 のゴールと 169 のターゲットから構成されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.1%

50.1%

24.1% 36.5%

55.0%

8.5%

29.5%

42.3%

28.1% 43.6%

43.3%

13.1%

「カーボンニュートラル」の認知度 「SDGs」の認知度 

R7 n=340 
R3 n=439 

R7 n=337 
R3 n=437 
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（２）事業所意識調査 

１ 貴事業所では、CO2 削減につながる取組を意識して行っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.7 %

22.4 %

44.7 %

9.3 %

9.9 %

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

55.4 %
44.6 %

行っている

行っていない

「COOL CHOICE」などの 

CO2削減運動に取り組んでいる（R3） 
CO2削減につながる取組を意識して 

行っている（R7） 

n=168 n=161 
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２ 貴事業所で、次表の再生可能エネルギーや省エネルギーの設備のうち、導入

している、又は導入を検討しているものはありますか。 

 

 
 

※１ 太陽熱利用：集熱器、蓄熱槽、熱輸送系、熱交換器、断熱材などの技術を組み合わせて行

う、太陽のエネルギーをもとにした熱利用 

※２ コージェネレーションシステム：内燃機関（エンジン、タービン）や燃料電池で発電を行

い、その際に発生する廃熱も活用するエネルギー効率の高いシステム 

※３ 次世代自動車：電気自動車、ハイブリッド自動車、プラグインハイブリッド自動車、燃料

電池自動車、クリーンディーゼル車等の環境負荷の低い自動車 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

88.2 

24.3 

11.6 

5.7 

4.1 

42.3 

11.9 

75.7 

88.4 

94.3 

95.9 

57.7 

30.2 

90.7 

23.6 

11.0 

1.2 

0.6 

29.1 

69.8 

9.3 

76.4 

89.0 

98.8 

99.4 

70.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建物外皮の高断熱化 R7
（断熱窓、断熱材の導入） R3

LED照明 R7
R3

太陽光発電システム R7
R3

蓄電池 R7
R3

太陽熱利用システム※１ R7
R3

コージェネレーションシステム※２ R7
R3

次世代自動車※３ R7
R3

すでに導入している／導入を予定、検討している

導入の予定はない

質問項目なし

n=172
n=160 

n=162 

n=165
n=152 

n=163
n=147 

n=163
n=141 

n=162
n=145 

n=165
n=149 
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３ 貴事業所の事業活動や防府市の環境の現状について、お聞きします。 

 

21.1%

29.2%34.2%

9.9%
5.6%

16.4%

29.8%
39.2%

8.2%
6.4%

①エネルギー消費量を把握し、

その削減を図っている

11.7%

26.4%

41.7%

8.0%

12.3%

10.1%

23.1%

43.2%

7.7%

16.0%

②省エネ化された製品・商品の

開発、製造、販売に努めている

37.2%

39.5%

14.0%

5.2%
4.1%

③クールビズ・ウォームビズに取り

組んでいる

7.9%
9.8%

37.2%20.7%

24.4%

3.5%
9.9%

33.7%

16.3%

36.6%

⑤従業員に徒歩、自転車、公共交通

機関を利用した通勤を促している

14.3%

26.7%

39.1%

9.9%
9.9%

12.6%

30.5%

40.7%

6.0%

10.2%

⑥物流の合理化を図り、

車両走行量の削減に努めている

19.0%

41.7%

26.4%

7.4%
5.5%

20.0%

32.9%

31.8%

8.2%
7.1%

④事業活動においてエコドライブを

実践している

R7 n=171 
R3 n=161 

R7 n=169 
R3 n=163 

R7 n=172 R7 n=170 
R3 n=163 

R7 n=172 
R3 n=164 

R7 n=167 
R3 n=161 
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17.4%

25.0%

22.7%

11.6%

23.3%

⑦テレワーク、オンライン会議等を

有効に活用している

75.9%

19.9%
3.0% 0.6%

0.6%

73.8%

23.8%

1.7% 0.0%
0.6%

⑧事業活動により生じた廃棄物は

適正に処理している

37.2%

32.3%

26.2%

1.2%

3.0%

34.3%

33.7%

28.5%

2.3%
1.2%

⑨包装・梱(こん)包の簡素化に

努めている

36.5%

28.3%

30.8%

1.9%
2.5% 25.4%

31.4%

36.7%

3.0%
3.6%

⑩⾧持ちする製品・商品の

製造・販売に努めている

18.4%

31.9%
39.9%

4.3%
5.5%

16.0%

30.8%42.0%

5.9%
5.3%

⑪原材料、資材、燃料などは、再生

されたものを積極的に選択している

40.2%

36.0%

17.1%
4.9%

1.8%
36.0%

34.3%

22.7%

3.5%
3.5%

⑫不要となった製品・商品の回収と

リサイクルに努めている

R7 n=172 

R7 n=172 
R3 n=166 

R7 n=172 
R3 n=164 R7 n=164 

R3 n=159 

R7 n=169 
R3 n=163 

R7 n=172 
R3 n=164 
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36.1%

31.9%

21.7%

3.6%
6.6% 25.9%

28.2%

33.5%

8.2%
4.1%

⑬敷地内やその周辺の緑化に

努めている

19.3%

25.3%
33.1%

10.2%

12.0%

20.1%

27.2%
28.4%

12.4%

11.8%

⑭除草や水路等の地域の清掃活動、

森林ボランティア活動など

環境保全活動に参加している

32.1%

40.0%

21.2%
5.5%

1.2% 32.7%

31.0%

32.2%

3.5%
0.6%

⑮大気汚染や悪臭のない、

きれいな空気が確保されている

22.4%

51.5%

22.4%
3.6%

0.0%

24.7%

32.5%

39.2%

3.0%
0.6%

⑰海や川のきれいな水が

保たれている

37.3%

38.0%

21.7%
1.2%1.8%

33.3%

39.2%

26.3%

0.6%
0.6%

⑱排水に当たっては、水質汚濁や

土壌汚染への影響を考慮している

27.6%

35.0%

30.7%

2.5%
4.3% 29.8%

22.0%

40.5%

5.4%2.4%

⑯ばい煙、粉じん、悪臭の発生の有無

や程度を把握し、対策を講じている

R7 n=170 
R3 n=166 

R7 n=169 
R3 n=166 

R7 n=166 
R3 n=165 

R7 n=171 
R3 n=166 

R7 n=171 
R3 n=165 

R7 n=168 
R3 n=163 
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26.4%

30.1%

32.5%

4.9%
6.1%

22.4%

28.2%

36.5%

6.5%
6.5%

⑲所有する土地の土壌汚染の

有無等について把握している

26.9%

49.7%

19.2%
3.6%

0.6%
23.5%

45.3%

27.1%

2.4%
1.8%

⑳日常生活に必要な静穏が

保たれている

22.4%

39.8%

31.1%

3.7%
3.1%

20.6%

41.2%

31.8%

2.9%
3.5%

㉑恒常的な騒音・振動の発生の有無

や程度を把握し、対策を講じている

16.8%

24.8%
39.1%

8.7%

10.6%

11.3%

29.2%

35.1%

11.9%

12.5%

㉒事業所内での環境教育・

環境学習を実施している

7.5%

22.6%

39.0%

15.7%

15.1%

8.3%

18.3%

41.4%

10.1%

21.9%

㉓地域、ＮＰＯ、行政等と協働した

環境保全活動を行っている

13.5%

19.2%

37.8%

13.5%

16.0%

7.7%

17.9%

45.8%

8.3%

20.2%

㉔環境保全を付加価値とした製品・

商品の開発、製造、販売に努めている

R7 n=170 
R3 n=163 

R7 n=170 
R3 n=167 

R7 n=170 
R3 n=161 

R7 n=168 
R3 n=161 

R7 n=169 
R3 n=159 R7 n=168 

R3 n=156 
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19.6%

23.9%
40.5%

4.3%
11.7%

15.1%

24.7%

41.6%

7.2%

11.4%

㉕原材料、資材の調達に当たって

は、積極的に地元産を選択している

15.5%

21.7%

47.2%

5.0%
10.6%

16.2%

28.1%

38.9%

7.8%

9.0%

㉖持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の

考え方を踏まえた取組を行っている
R7 n=166 
R3 n=163 

R7 n=167 
R3 n=161 


